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率
は
14
・
９
％
。
男
性
の
回
答
者
が
62
％

を
占
め
、
中
で
も
50
～
70
代
か
ら
が
多
い
。

ま
た
、
寿
都
町
に
60
年
以
上
居
住
す
る
人

の
割
合
が
３
分
の
１
を
占
め
て
い
た
。
こ

う
し
た
結
果
に
つ
い
て
山
下
氏
ら
は「
母

集
団
の
代
表
性
に
は
疑
問
が
あ
る
」「
回
答

者
に
偏
り
が
あ
る
可
能
性
あ
り
」と
分
析

し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
は
何
を
意
味
す
る
か
─
─
。

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
事
前
調
査
に
対
す
る
賛

否
の
意
思
を
は
っ
き
り
表
明
し
よ
う
と
す

る
年
配
の
町
民
を
中
心
に
回
答
が
あ
り
、

態
度
表
明
を
避
け
る
人
や
無
関
心
層
は
対

応
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

一
昨
年
、
泊
原
発
周
辺
の
住
民
団
体
が

札
幌
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
て
行
な
っ

た
、
寿
都
町
の
１
３
０
０
戸
を
対
象
に
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
率
は
13
％

（
本
誌
23
年
11
月
号
を
参
照
）。
同
調
査
で

は
あ
え
て「
文
献
調
査
」に
対
す
る
考
え
方

は
問
わ
な
か
っ
た
が
、
外
部
か
ら
の
問
い

か
け
に
対
す
る
町
民
の
対
応
は
、
今
回
と

同
様
の
傾
向
を
示
し
た
わ
け
だ
。

　

そ
れ
ら
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
調
査

結
果
を
見
て
い
こ
う
。

「
概
要
調
査
に
進
む
べ
き
か
」と
の
問
い
に

は
、「
文
献
調
査
で
や
め
る
べ
き
」が
54
％
、

「
概
要
調
査
に
進
む
べ
き
」が
33
％
と
、
回

答
し
た
人
の
過
半
数
が
こ
れ
以
上
や
る
べ

き
で
な
い
と
し
た
。

「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
説
明
に
納
得
で
き
た
か
」に

は
、「
納
得
で
き
な
い（『
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
』を
含
む
）」が
43
％
で「
納
得
で
き
た

（
同
）」の
18
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
や
り
方
へ
の
反
発
が
根
強
く
あ

る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

「
行
政
な
ど
へ
の
信
頼
」を
め
ぐ
る
調
査
結

果
は
な
か
な
か
興
味
深
い
。
寿
都
町
に
対

し
て
は「
信
頼
で
き
な
い（『
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
』を
含
む
）」が
52
％
、「
信
頼
で
き

る
」が
28
％
と
２
倍
近
く
の
開
き
が
あ
っ

た
一
方
で
、
道
に
対
す
る
信
頼
度
は
と
も

に
30
％
台
と
安
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
や
政
府
に
対
し
て
は

「
信
頼
で
き
な
い
」が
50
～
60
％
台
に
上
り
、

「
手
を
挙
げ
た
自
治
体
あ
り
き
」の
お
ざ
な

り
な
立
地
戦
略
に
不
信
感
を
抱
く
町
民
が

多
か
っ
た
。

「
文
献
調
査
を
受
け
入
れ
た
影
響
」に
つ

い
て
は
、
周
辺（
町
村
）関
係
と
人
間
関

係
に「
悪
い
影
響
を
与
え
た（『
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
』を
含
む
）」と
し
た
人
が
59
％
、

69
％
と
高
い
。
５
年
間
に
お
よ
ぶ
調
査
が

地
域
の
人
た
ち
に
与
え
た
、
心
の
傷
の
大

き
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る（
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

　

回
答
の
分
析
で
は
、「
文
献
ま
で
」と「
概

要
ま
で
進
む
」で
見
解
が
分
か
れ
た
が
、

両
者
に
共
通
す
る
点
と
し
て
、

　

・
町
内
に
処
分
の
適
地
は
な
い

　

・
町
内
の
人
間
関
係
に
悪
い
影
響
を
与

え
た

　

・
政
府
は
信
頼
で
き
な
い

を
挙
げ
て
い
る
。
妥
当
な
見
方
だ
と
思
う
。

　

統
計
上
の
有
効
性
は
さ
て
お
き
、
こ
れ

ら
の
結
果
は
10
月
28
日
投
開
票
の
寿
都
町

長
選
や
今
後
の
動
向
を
占
う
基
礎
デ
ー
タ

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
寿
都
町
長
選
挙

に
は
、
現
職
で
７
期
目
を
め
ざ
す
片
岡
春

雄
氏（
49
年
、
旭
川
市
生
ま
れ
）と
、
新
人

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
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Ａ
Ｒ
Ｔ
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寿
都
町
長
選
挙
の
論
点
と「
概
要
調
査
」の
行
方

任
期
満
了
に
と
も
な
う
寿
都
町
長
選
挙
が
10
月
28
日（
同
23
日
告
示
）に
投
開
票
さ
れ
る
。
９

月
１
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者（
有
権
者
）数
は
２
２
０
５
人
。
前
回
は
、
現
職
の
片
岡

春
雄
氏
と
前
町
議
で
核
ゴ
ミ
反
対
や
脱
原
発
を
掲
げ
る
越
前
谷
由
樹
氏
と
の
一
騎
討
ち
に
な

り
、
２
０
０
票
余
り
の
僅
差
で
現
職
が
勝
利
し
た（
投
票
率
84
・
27
％
）が
、
今
回
は
７
選
を

め
ざ
す
現
職
に「
概
要
調
査
」へ
の
移
行
反
対
を
訴
え
る
新
人
の
大
串
伸
吾
氏
が
挑
む
。
主
要

な
論
点
は
、
同
調
査
の
是
非
や
住
民
投
票
の
時
期
、
地
域
振
興
の
あ
り
方
な
ど
に
な
る
見
込

み
だ
。
９
月
に
行
な
わ
れ
た
社
会
科
学
系
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
核
ゴ
ミ
問
題
に
関
す

る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
会
や
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
主
催
の
地
層
処
分
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
取
材
し
な
が
ら
選
挙
戦
の
行
方
を
追
っ
た
。　
　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）
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寿都町内で）寿都町内で）

　
“
核
の
ゴ
ミ
”最
終
処
分
場
の
選
定
に
向

け
た「
文
献
調
査
」の
影
響
を
把
握
す
る
た

め
に
、
東
京
な
ど
の
社
会
科
学
者
の
グ

ル
ー
プ
が
今
年
８
月
、寿
都
町
の
全
戸（
１

２
９
１
世
帯
）を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
な
っ
た
。
９
月
13
日
に
は
調
査
結

果
の
報
告
会
が
開
か
れ
、
15
人
ほ
ど
の
町

民
が
耳
を
傾
け
た
。

　

調
査
を
実
施
し
た
の
は
一
橋
大
の
山
下

英
俊
准
教
授（
資
源
経
済
学
）ら
で
つ
く
る

グ
ル
ー
プ
。
諸
外
国
の
事
例
と
も
比
較
し

な
が
ら
、
立
地
選
定
の
あ
り
方
や
地
域
住

民
の
関
わ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
き
た
。

今
回
は
、
文
部
科
学
省
の
科
学
研
究
費
補

助
金（
科
研
費
）を
活
用
し
、「
文
献
調
査
」

の
終
了
に
合
わ
せ
て
町
民
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
計
画
し
た
と
い
う
。

　

日
本
郵
便
の「
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
」を
利
用

し
て
町
内
の
全
戸
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

届
け
、
回
答
を
投
函
し
て
も
ら
う
方
法
な

ど
を
採
用
。
同
一
世
帯
に
複
数
の
人
が
住

ん
で
い
る
場
合
に
は
、
性
別
や
年
齢
に
偏

り
の
な
い
方
法
を
工
夫
し
た
と
い
う
。

　

１
９
２
世
帯
か
ら
回
答
が
あ
り
、
回
収

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
数
は
少
な
い
が

54
％
が「
文
献
調
査
で
や
め
る
べ
き
」

７
選
を
め
ざ
す
現
職
に
新
人
が
挑
戦

「
概
要
調
査
」や
地
域
振
興
が
論
点
に

ＮＵＭＯの説明に対する質問には「納得できない」が４割強
に（報告資料から）

文献調査を受け入れた影響については「周辺関係や人間関
係に悪い影響があった」との回答が６割前後を占めた（同）
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い
る
。
現
在
の
技
術
で
は
、
こ
の
よ
う
な

地
質
構
造
を
非
破
壊
で
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
」（
要
旨
）な
ど
と
指
摘

し
、
処
分
候
補
地
の
俎
上
に
載
せ
た
こ
と

を
批
判
。
同
氏
は
地
層
処
分
推
進
の
立
場

だ
が
、
道
内
２
地
域
を
選
定
対
象
に
し
た

こ
と
に
は
懐
疑
的
だ
。

　

他
の
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
、「
提
起
を
受
け

止
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
」（
柴
田
雅
博

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
理
事
）な
ど
の
声
が
あ
っ
た
が
、

議
論
は
深
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

会
場
と
の
や
り
取
り
に
は
時
間
制
限
が

か
っ
た
面
を
変
え
て
い
き
た
い

　

・
町
政
の
最
大
課
題
は
人
口
減
少
と
若

者
の
流
出
。（
町
民
間
の
）分
断
を
な
く
し
、

町
づ
く
り
の
チ
ー
ム
を
創
り
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
で
改
善
し
た
い

　

な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

こ
の
会
見
の
席
で
、
不
断
に“
核
の
ゴ

ミ
”の
元
を
生
み
だ
す
泊
原
発
の
再
稼
働

に
つ
い
て
筆
者
が
問
う
と
、
同
氏
か
ら
は

「
勉
強
中
な
の
で
回
答
を
差
し
控
え
た
い
」

と
曖
昧
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

４
年
前
の
町
長
選
で
は
、
核
ゴ
ミ
反
対

や
脱
原
発
を
掲
げ
る
越
前
谷
氏
が
現
職
と

真
っ
向
か
ら
戦
い
、
町
民
の
関
心
も
高

か
っ
た
。
同
氏
は
５
月
に
立
起
表
明
し
て

７
月
に
は
後
援
会
事
務
所
を
オ
ー
プ
ン
、

現
職
を
激
し
く
追
い
上
げ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
今
回
は
、
24
年
間
の
実
績

や
厚
い
岩
盤
層
な
ど
を
背
景
に
選
挙
戦
を

進
め
る
片
岡
陣
営
と
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
や
政
府

の
や
り
方
を
疑
問
視
し
地
道
な
地
域
振
興

に
期
待
す
る
町
民
の
思
い
を
す
く
い
き
れ

な
い
大
串
陣
営
─
─
と
い
う
構
図
が
透
け

て
見
え
る
。
核
ゴ
ミ
問
題
へ
の
対
応
を
除

く
と
、
両
者
の
間
の
地
域
振
興（
町
づ
く

り
）に
対
す
る
公
約
に
大
き
な
違
い
は
な

い
。
前
出
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
示
さ
れ

た
よ
う
に
、
町
民
の
中
に
は
無
関
心
層
や

「
混
乱
す
る
の
は
、
も
う
こ
り
ご
り
…
」と

ア
ピ
ー
ル
す
る
場
で
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ（
国
際

原
子
力
機
関
）放
射
性
廃
棄
物
処
分
部
門

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
ス
テ
ィ
フ
ァ
ン
・
マ

イ
ヤ
ー
氏
も
登
壇
し
、
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。

　

４
人
の
登
壇
者
の
中
で
寿
都
町
と
神
恵

内
村
を「
文
献
調
査
」の
対
象
に
し
た
Ｎ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
と
経
済
産
業
省
の
判
断
に
懐
疑
的
な

人
物
は
、
地
質
学
者
で
京
大
名
誉
教
授
の

千
木
良
雅
弘
氏
の
み
。
国
が
定
め
た
処
分

地
候
補
の
選
定
要
件
で
不
適
地
と
さ
れ
る

「
第
四
紀
の
火
山
の
中
心
か
ら
15
キ
ロ
圏
」

に
は
、
寿
都
町
内
に
分
布
す
る

磯
谷
溶
岩
が
該
当
す
る
旨
の
新

知
見
を
発
表（
10
月
号
な
ど
参

照
）し
た
、
岡
村
聡
氏（
道
教
育

大
名
誉
教
授
）は
今
回
の
パ
ネ

ラ
ー
に
招
聘
さ
れ
て
い
な
い
。

　

千
木
良
氏
は
著
書『
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
の
立

地
選
定
』（
近
未
来
社
・
23
年
）

の
中
で
、「
寿
都
・
神
恵
内
の
両

地
域
と
も
に
、
極
め
て
不
均
質

で
複
雑
な
中
新
世
の
火
山
類
か

ら
な
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
海
底

火
山
の
噴
出
物
で
、
少
し
離
れ

る
だ
け
で
地
質
状
況
が
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
場
合
も
普
通
で

あ
り
、
高
透
水
な
層
を
含
ん
で

「処分技術シンポ」終了後、報道関係者のぶら下がり取材に応じるＮＵＭ
Ｏの山口彰理事長（左）

で
町
議
の
大
串
伸
吾
氏（
83
年
、
新
潟
市

生
ま
れ
）が
出
馬
す
る
予
定
だ
。
選
挙
戦

で
は
今
後
の「
概
要
調
査
」の
是
非
や
住
民

投
票
の
行
方
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
ほ

か
、
多
選
の
弊
害
や
地
域
振
興
の
あ
り
方
、

世
代
交
代
の
必
要
性
な
ど
が
論
点
に
な
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

現
職
の
片
岡
氏
は
、
専
修
大
学
を
卒
業

し
て
首
都
圏
の
民
間
会
社
で
働
い
た
の
ち
、

75
年
に
寿
都
町
役
場
に
採
用
さ
れ
て
農
政

課
長
や
保
健
衛
生
課
長
な
ど
を
歴
任
。
２

０
０
１
年
11
月
の
町
長
選
で
初
当
選
し
、

２
～
５
期
は
無
風
選
挙
だ
っ
た
。

　

前
回（
21
年
）は
、
か
つ
て
の
役
場
の
同

僚
で
町
助
役
も
務
め
た
越
前
谷
由
樹
氏

（
51
年
、
寿
都
町
生
ま
れ
・
現
町
議
）が“
核

の
ゴ
ミ
”や
泊
原
発
の
運
転
に
反
対
す
る

姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
出
馬
し
、
１
１
３
５

票
vs
９
０
０
票
の
僅
差
で
片
岡
氏
が
辛
勝

し
て
い
る
。

　

片
岡
氏
は
こ
れ
ま
で
、
道
立
寿
都
病
院

の
町
立
移
管
や
全
国
初
の
町
営
風
力
発
電

の
建
設
・
運
営
な
ど
を
推
進
。
近
年
は
洋

上
風
力
発
電
所
の
誘
致
に
積
極
的
で
、
こ

れ
が「
文
献
調
査
」に
手
を
挙
げ
た
大
き
な

要
因
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

核
ゴ
ミ
問
題
で
は
、
前
回
当
選
直
後
に

「
概
要
調
査
」に
対
す
る
期
待
感
を
表
明
し

て
お
り
、
そ
の
姿
勢
が
変
わ
っ
た
と
の
情

報
に
は
接
し
て
い
な
い
。
み
ず
か
ら「
文

献
調
査
」に
手
を
挙
げ
た
も
の
の
、
鈴
木

直
道
知
事
の
反
対
姿
勢
や
住
民
・
道
民
世

論
も
あ
っ
て
進
捗
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、

最
近
は「
処
分
地
探
し
は
国
の
責
任
で
す

べ
き
」な
ど
と
強
調
し
て
い
る
。

　

ま
た「
概
要
調
査
」移
行
の
是
非
を
問
う

住
民
投
票
に
つ
い
て
任
期
中
に
は
実
施
せ

ず
、
消
極
的
な
姿
勢
に
終
始
し
た
。
最
近

に
な
っ
て
片
岡
町
長
は
、
調
査
の
移
行
に

あ
た
り「
住
民
投
票
で（
調
査
に
）賛
成
多

数
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
国
の
意
見
照
会

に
対
す
る
回
答
を
先
送
り
し
た
い
」と
の

見
解
を
示
し
た（
９
月
25
日
付
け
道
新
記

事
）と
さ
れ
る
が
、
そ
の
真
意
は
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
だ
。

　

新
人
の
大
串
氏
は
、
玉
川
大
学
農
学
部

を
卒
業
後
、
東
京
海
洋
大
学
と
北
大
の
大

学
院
を
修
了
。
研
究
職
を
め
ざ
し
て
漁
業

経
済
学
の
研
究
を
し
て
い
た
頃
に
寿
都
町

に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
17
年
に
移
住

し
て
３
年
間
に
わ
た
り
町
の
水
産
係
に
勤

務
し
た
。
役
場
退
職
後
は
町
内
の
漁
業
や

水
産
加
工
の
会
社
に
勤
務
し
、
23
年
秋
の

町
議
選
で
初
当
選
し
て
い
る
。

　

大
串
氏
は
核
ゴ
ミ
関
連
の
事
前
調
査
に

つ
い
て
、「
町
民
が
不
合
理
に
わ
だ
か
ま
り

を
抱
え
て
町
づ
く
り
を
す
る
姿
は
、
わ
た

し
が
め
ざ
す
町
の
未
来
の
姿
と
相
い
れ
な

い
」と
し
て「
概
要
調
査
」移
行
に
反
対
姿

勢
を
示
す
。
同
氏
の
正
式
出
馬
表
明
は
９

月
13
日
に
行
な
わ
れ
、
集
ま
っ
た
報
道
陣

の
質
問
に
対
し
、

　

・
町
主
催
の
地
区
別
勉
強
会
の
参
加
者

に
伸
び
代
は
な
く
、
こ
れ
以
上
は
関
わ
り

た
く
な
い
と
い
う
住
民
が
多
い
。
町
民
に

苦
痛
を
強
い
る
だ
け
で
あ
り
、
住
民
投
票

は
年
度
内
に
実
施
し
た
い

　

・
い
ろ
ん
な
自
治
体
で
多
選
の
弊
害
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、（
現
町
政
の
）良
く
な

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
札
幌
で
シ
ン
ポ
を
開
催

参
加
者
と
の
質
疑
は“
ガ
ス
抜
き
”？

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。

　

多
選
の
弊
害
や
核
ゴ
ミ
問
題
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
現
職
に
対
す
る
批
判
票
が
ど

の
よ
う
な
投
票
行
動
と
し
て
示
さ
れ
る
の

か
。
知
名
度
が
低
く
、
核
ゴ
ミ
反
対
派
が

一
枚
岩
に
な
り
き
れ
な
い
弱
点
を
ど
う
克

服
し
て
い
け
る
の
か
─
─
告
示
日
ま
で
残

り
少
な
い
中
で
、
両
陣
営
の
力
量
と
熱
意

が
試
さ
れ
て
い
る
。

　

９
月
１
日
現
在
の
寿
都
町
の
選
挙
人
名

簿
登
録
者（
有
権
者
）数
は
２
２
０
５
人
。

前
回
並
み
の
投
票
率（
84
・
27
％
）だ
と
、

９
０
０
票
前
後
が
当
選
ラ
イ
ン
に
な
る
だ

ろ
う
。
道
民
の
関
心
も
高
い
だ
け
に
公
明

正
大
な
選
挙
戦
を
期
待
し
た
い
。

　

地
層
処
分
技
術
が
国
際
的
に
実
用
段
階

に
あ
る
こ
と
を
共
有
し
、「
変
動
帯
の
日
本

に
お
い
て
地
層
処
分
は
可
能
な
の
か
」を

考
察
す
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
主
催
の「
地
層
処
分

技
術
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
９
月

23
日
に
札
幌
市
内
で
開
か
れ
、
市
民
ら
約

百
人
が
参
加
し
た
。

　

地
層
処
分
の
広
報
活
動
の
一
環
で
、「
対

話
型
全
国
説
明
会
」と
と
も
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

が
各
地
で
開
催
中
の
企
画
。
技
術
面
か

ら「
日
本
で
も
地
層
処
分
が
で
き
る
」と

あ
り
、
４
人
の
み
認
め
ら
れ
、
前
出
の
岡

村
氏
は
以
下
の
３
点
を
質
問
し
た
。

　

①
地
質
学
者
な
ら
ば
寿
都
や
神
恵
内
を

処
分
地
候
補
に
す
る
こ
と
に
絶
対
反
対
す

る
。
こ
れ
は（
自
治
体
に
よ
る
）手
挙
げ
方

式
の
最
大
の
問
題
だ
が
、
な
ぜ
や
ろ
う
と

す
る
の
か

　

②（
変
動
帯
の
日
本
に
地
層
処
分
の
適

地
は
な
い
と
す
る
）地
学
研
究
者
の
声
明

を
出
し
た
の
は
、
日
本
列
島
で
は
安
心
で

き
る
材
料
を
持
ち
得
な
い
と
い
う
こ
と
。

能
登
半
島
地
震
の
状
況
を
見
て
も「
大
丈

夫
」と
言
え
る
の
か

　

③
地
盤
の
隆
起
な
ど
変
動
が
予
知
で
き

な
い
日
本
に
処
分
場
は
建
設
で
き
る
の
か

　

や
り
取
り
の
時
間
は
き
わ
め
て
短
く
、

千
木
良
氏
を
除
く
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
説
得

力
の
あ
る
コ
メ
ン
ト
が
な
く
、「
と
り
あ
え

ず
反
対
派
の
研
究
者
の
声
も
聞
い
た
」と

い
う
ガ
ス
抜
き
の
よ
う
な
運
営
だ
っ
た
。

　

終
了
後
に
は
山
口
彰
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
理
事
長

の
ぶ
ら
下
が
り
会
見
。
文
献
調
査
報
告
書

に
対
す
る
道
民
や
道
か
ら
の
意
見
に
対
す

る「
見
解
書
」の
作
成
に
つ
い
て
、
山
口
理

事
長
は「（
町
長
選
な
ど
）政
治
日
程
と
は

関
係
な
く
、
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
作
り

た
い
」と
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
見
通

し
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
４
日
現
在
）

６期 24 年間の実績をもとに７選を
めざす現職の片岡春雄氏

若さを強調し「概要調査」反対を訴え
る新人の大串伸吾氏


